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公益財団法人とよなか国際交流協会  
2019年度（令和元年度） 事業計画 

 

【はじめに】                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

 日本社会は少子高齢化がますます進み、人口減少に歯止めがかからず、地域や産業界においても人手

不足が持続可能な社会形成にとって大きな課題となっています。その課題の解決を目指し，日本政府は

2019年 4月から外国人労働者の受入れ拡大に踏み切ります。今後、外国人の日本への移住はますます増

加していくことが見込まれています。 

一方で，外国人受入れの現実に目を向けると，すでに 260万人を超える外国人が暮らしていますが，

職場での違法な雇用形態や非人間的あるいは差別的な扱い，無理解・偏見によるヘイトスピーチ，地域

社会からの孤立や定住支援策の不十分さなどが大きな社会問題となっています。 

また，2018年は自然災害が頻発しましたが，災害経験が限られていたり，災害や避難に関する情報入

手の困難さなどにより，どのように行動してよいか戸惑ったり，不安を感じたり，中には命の危機にさ

らされる外国人も少なくないことを学びました。 

外国人が希望をもって，安心して安全に暮らせる地域社会を創っていくことが求められています。 
 

豊中市は「国際化施策推進基本方針」（2000 年）を継承発展させ、2014年 2月に「多文化共生指針」

を策定しています。その中には、「豊中市における多文化共生のまちづくりを推進するにあたって、外国

人の総合的支援や居場所づくり、市民啓発および国際交流機能等を果たす国際交流センター（以下、セ

ンターとする）の役割は増々重要になっている」と示されています。私たち公益財団法人とよなか国際

交流協会（以下、協会とする）は豊中市と連携をより一層密接なものにし、その責務と役割を果たしま

す。また、関係諸団体、地域の国際交流諸団体、分野を越えた市民団体との有機的な連携及び協働によ

り、「地域における市民の主体的な参加による人権尊重を基調とした多文化共生社会を創生する事業」を

充実発展させていきます。そのためにも、日常的に「見えない存在」に目を向け、「声なき声」に耳を傾

けながら、地域に住む外国人が安心安全に暮らせるための総合的支援と、未来に向かって平和で平等な

多文化共生社会の創造を目指していきます。 
 

協会としては、今年度は第 3期センター指定管理者としての 4年目になります。3年目には、ネパール

語通訳者のためのスキルアップ講座（5月），多文化共生入門（6月），災害時多言語支援センター設置（6

月 ※大阪府北部地震への対応），世界のお化け屋敷（8月），外国人のための防災フェア（10月），イン

ターナショナルポットラックパーティ（10月），外国人親子のための小学校入学準備相談会（3月）など

の新たな取組のほか，ともにいきるシンポ～多民族社会日本（12月）、外国人のための一日離婚電話相談

ホットライン（3月）については 2回目を開催することができました。 

今後、これらの取組みをふまえ、更に積み上げるだけでなく、社会状況の変動や外国人の生活環境の

変化などに合わせて柔軟に事業展開をするためにも、外国人の状況把握に努めながら、飛躍を目指しま

す。そのためにも、引き続き各事業における「居場所」や「支援」などの機能をより充実させていきま

す。また、事業間の横のつながりを充実させるとともに、外国人コミュニティに対する支援や外国人コ

ミュニティ間のつながり作りをさらに進めていきたいと考えています。 

協会はこれまでの伝統と実績を基に新たな発想と想像力を発揮し、地域で国際交流・多文化共生のま

ちづくりに取り組む様々な団体とのネットワークを作るだけでなく、行政や学校、さらには地域の市民

活動団体や自治会、事業者ともつながりを作り、役割分担を進めながら、多文化共生社会の創生のため

の礎づくりを進めていきます。 

今後とも、多文化共生社会の実現に向けて、集い・つながり・共生する『チームとよなか』の一員と

して、多様な文化や人が尊重される豊かで魅力あるまちづくりの実現をめざしていきます。 



 

 

 

 

公正で平和な地域社会を築くために相互の違いを認め合い、文化的な価値の多様性を尊重する地域社

会をつくるために、外国人と日本人が相互交流し協働する場の構築や環境整備、関連するセミナーや講

座を通じて国際理解の促進や次世代の担い手育成等に取り組む。 

 

1-1．市民主体の国際交流活動推進事業                

                                【財源：指定管理受託料収入】                                      

市民一人ひとりが多文化と共生できる社会をつくるために行動することができるよう、特に外国人当

事者の視点から市民の国際交流活動が推進される環境整備を行う。    

       

(1)情報サービス     

多言語を含む必要な新聞・雑誌、書籍、フリーペーパーなど国際交流に関する情報の収集と提供をす

る。また、情報を必要とする外国人や市民の把握、アプローチに努め、より効果的な情報発信につなげ

ていく。お知らせコーナー、図書コーナー、コミュニケーションボード、「世界の絵本」コーナーの設置

運営をする。ニュースレターをはじめ、ウェブサイト、フェイスブックなどの SNSを駆使するとともに、

センターの視察希望者を受け入れして、場所や活動を周知させていく。また、民族衣装や世界の玩具な

どを収集・貸出する。 

＜対象＞：国際交流活動に関心を持つ一般の方及び外国人     

           

(2)市民協働推進     

市民活動、福祉、男女共同参画、環境、国際などにかかわる中間支援団体による、分野を超えた連携・

協働のしくみづくりを推進するほか、協会事業間のつながり作り、国際交流にかかわる市民団体への支

援および協働を推進する。また、行政や事業者との協働や役割分担についても進めていく。 

＜対象＞：中間支援団体および市民団体       

         

(3)留学生・ホストファミリー     

近隣の大学と日本学生支援機構大阪日本語教育センターの留学生たちと、ホームビジットの形で半年

から 1 年間の交流をマッチングし、ホストファミリーが参加できる催事を年数回企画する。またホスト

ファミリーと留学生の交流が深まるように財団の助成を得て交流事業を充実させる。 

＜対象＞：国際交流活動に関心を持つ一般の方       

 

1-2．おとな国際事業                        

             【財源：指定管理受託料収入】 

外国人がおかれている社会的状況について日本人側が明確に認識し、課題解決にむけて分野を越えて

協働していけるよう、外国人市民と日本人市民の出会いや交流、双方が関係を結べる機会を提供する。 

(1)にほんご活動     

日本人や外国人など参加者のニーズにあわせた多様なにほんご交流活動を開催する。  

＜対象＞：日本語活動参加を希望する日本人および外国人  

           

１．多様な人々が尊重される地域づくり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)多文化共生推進事業 

日本人向けに世界の文化について様々な切り口で学ぶセミナーやワークショップの開催、外国人向け

には日本文化に関する学びの場の提供、また、地域の外国人が必要な地域情報にアクセスできるよう通

訳を養成して派遣を行う。 

＜対象＞：多文化共生の取り組みに関心のある日本人および外国人 

 

1-3．持続可能な地域づくり事業                    

                        【財源：事業収入、賛助会費、寄付金収入】 

外国人日本人を問わず多様な価値観を持つ人びととともに民主的な社会をつくるために不可欠な理

念・知識・技能を学び、それらが地域課題や地域貢献のための行動へと促進されるよう、さまざまな機

関との連携・協働に取り組む。 

            

(1)メディア・リテラシー市民ゼミナール     

国際的な視点を取り入れたメディア・リテラシー市民ゼミナールの開催やメディア・リテラシーを進

める研究機関などとの連携を実施する。   

＜対象＞：関心のある一般の方        

        

(2)ＥＳＤとよなか     

国連が提唱する持続可能な開発のための教育（Education for Sustainable Development）などに関す

るセミナー、ワークショップ、体験学習の実施。学校などへの国際理解の講師派遣。清掃・文化交流・

市民および地域の事業所と連携した外国人支援活動（通訳・日本語指導）などを切り口とした外国人と

日本人が協働して地域課題に取り組むような地域貢献活動などを実施する。そのほか、市民が自分のラ

イフスタイルや社会を捉えなおし、世界の問題を自分自身の問題であると認識することができるよう、

国内外で様々な社会的課題に取り組む先進地域の市民団体をたずねて、現地の活動に学び、人々と交流

し、地球的視野をもって多文化共生社会を担う人材を育成することで持続可能な地域づくりにつなげる

取り組みを行う。    

＜対象＞：関心のある一般の方及び外国人  

 

 

事業名 日 時 場 所 

もっともっとつかえるにほんご 毎週月曜 10:00～12:00 とよなか国際交流センター 

とよなかにほんご・木ひる 毎週木曜 13:30～15:20 とよなか国際交流センター 

とよなかにほんご・金あさ 毎週金曜 10:30～12:00 とよなか国際交流センター 

にちようがちゃがちゃだん 毎週日曜 10:00～12:00 とよなか国際交流センター 

千里にほんご 毎週木曜 10:00～11:30 市立千里公民館、市立千里図書館 

おかまち・おやこでにほんご 毎週火曜 10:00～12:00 市立岡町図書館 

しょうない・おやこでにほんご 毎週火曜 10:00～12:00 市立庄内図書館 

せんり・おやこでにほんご 毎週火曜 10:00～12:00 市立千里図書館 



 

1-4．持続可能な人づくり事業                      

【財源：指定管理受託料収入】 

市民活動を推進する人びとが、地域での公的機関としての役割を認識し、活動の裾野をより拡げるこ

とができるよう、国際交流活動の担い手育成のための学び・学びほぐしの場を、さまざまな機関との連

携・協働して定期的に設ける。  

(1)ボランティア養成・研修     

■協会にほんご活動のボランティアなどになるための講座を開催する。  

＜対象＞：関心のある一般の方     

 

 

■世界・日本・社会といった広い視野と時代の流れを見据えながら、地域課題の中で自分たちの位置を自

覚し、解決に向けて行動できるような学びや対話の場を、関係機関と連携しながら提供し、次世代の担

い手育成を行う。 

＜対象＞：関心のある一般の方         

 

 

 

1-5．子ども国際事業                           

【財源：指定管理受託料収入】 

次世代の子どもたちが日本や世界の様々な文化を、体験を通して具体的に学ぶことができるように、

異文化理解・国際理解の機会を提供する。  

 

(1)おまつり地球一周クラブ     

年数回程度、さまざまな国や地域をテーマに取り上げた参加体験型の国際理解プログラムを地域の外

国人や子どもたちと一緒に実施する。なかでも、特に日本にもっとも身近な国、韓国を取り上げた学び

の機会も提供する。 

＜対象＞：小学生・中学生とその保護者       

         

(2)韓国・朝鮮のことばとあそびのつどい     

外国人の中でも市内で最も数の多い韓国・朝鮮にルーツをもつ子どもたちを対象に、月 1回程度韓国・

朝鮮の文化に触れ、学べる機会を豊中市外国人教育推進協議会と協働で提供する。 

＜対象＞：韓国・朝鮮につながりをもつ小学生・中学生  

 

 

 

    

多文化子育てボランティア養成講座 
おかまち・おやこでにほんご／しょうない・おやこでにほんご／せんり・おや

こでにほんご／多文化保育にこにこ などのボランティアになるための講座 

にほんごボランティア養成講座 

もっともっとつかえるにほんご／とよなかにほんご木ひる／とよなかにほん

ご・金あさ／にちようがちゃがちゃだん／千里にほんごなどのボランティアに

なるための講座 



 

 

 

社会参加が困難な立場にある外国人が日本人と同等に主体的に地域づくりに参加していけるよう、乳

幼児から高齢者まで世代を分断することなく総合的な外国人支援を行う。最終的に社会参加が困難な立

場にある外国人が、日本人と同等に主体的に地域づくりに参加することができるようになることを目指

す。  

           

2-1．おとなサポート事業                        

                【財源：指定管理受託料収入】 

外国人市民対応にあたる多言語スタッフ、カウンセラーを配置し、すべての事業とつながりながらサ

ポートシステムとして機能できるようにし、かれらが主体的に地域社会に参加できる機会などを他の事

業とも連携させながら創出していく。特に自立のための就労に関する相談については市民協働部くらし

支援課との協力体制をつくっていく。 

   

(1)相談サービス事業     

外国人のための一般生活相談および外国人女性専用電話相談を実施する。相談に対応する多言語スタ

ッフ、ならびに相談全体のコーディネーター兼女性相談カウンセラーおよび就労相談コーディネーター

を配置し、別途必要な通訳や翻訳作業を行うと同時に、相談の質を高めるために必要なリソースを配備

する。 

＜対応言語＞日本語、中国語、韓国・朝鮮語、英語、フィリピノ語、タイ語、スペイン語、インドネシ

ア語、ベトナム語、ネパール語 

＜対象＞：外国人および一般の方   

 

 また、相談スタッフが中心となって、地域に住む外国人が主体となるコミュニティ活動の創出、さら

にコミュニティ活動間のつながり作りを通してエンパワメントを図る。 

＜対象＞：外国人および一般の方 

 

 さらに、相談サービスを通じて浮かび上がった課題に対して、関係機関との協働により、課題解決の

ための周知啓発活動、提言活動などを行う。 

＜対象＞：外国人および一般の方 

 

(2)外国人のための防災事業     

災害時における多言語支援センター設置について、行政や大学等と検討を進め、災害時における多言

語支援センター設置や避難に関する訓練、災害時に外国人を支援するための勉強会などを開催する。ま

た、市民や外国人コミュニティ、地域での防災訓練実施組織等とのつながり作りを行いながら、連絡体

制の構築を進める。 

 

 

 

 

 

２．周縁化される外国人のための総合的なしくみづくり 



 

2-2．子どもサポート事業                       

【財源：指定管理受託料収入】 

「子どもの権利条約」に掲げられている権利の主体として差別を受けることがないように、外国人の

子どもに対する支援および相談事業を行う。特に子どもと関係する行政機関や教育関係者とも連携しな

がら、赤ちゃんから青少年に至るまでの総合的な事業を創っていく。   

 

(1)多文化子ども保育にこにこ     

外国にルーツをもつ子どもを対象とした保育活動を行う。保育活動を通じて孤立しがちな外国人家庭

の子どもが社会性を身に付ける機会とすることを目的とする。なお、実施日時を親の日本語学習（とよ

なかにほんご・木ひる、金あさ）とそろえることで、子どもの成長だけでなく、子育て中の外国人の親

の社会参加及び日本語学習のサポートともする。 

＜対象＞：就学前の外国にルーツを持つ子ども      

 

(2)子ども母語     

毎月第 2・4日曜日に母語教室を開催し、外国にルーツを持つ子どもたちが、母語や母文化に触れ、母

語でコミュニケ―ションできるようになるよう支援する。また、子ども同士の仲間づくりを通じた居場所

作り、エンパワメントを行う。           

＜開講クラス＞ 中国語、ポルトガル語、スペイン語、タイ語   

＜対象＞：外国にルーツを持つ子ども（小学生以上）     

           

(3)学習支援サンプレイス     

毎週日曜日（第一日曜日を除く）に、外国にルーツをもつ子どもを対象に居場所作りを行う。子ども

母語も兼任するコーディネーターを置き、大学生・大学院生ボランティアが運営する。活動内容は宿題

など学習支援、日本語支援、表現活動、相談など子どものニーズに沿って対応する。行事や企画事業な

ども随時行う。 

＜対象＞：外国にルーツを持つ子ども（小学生～高校生） 

 

  



 

 

 

学校教育の中に多文化共生を推進する拠点がハード・ソフトともに自律的につくられていくことを目

指し、「外国にルーツを持つ子どもたちの権利保障」と、多文化共生を推進する次世代の子どもたちの育

成を、教育委員会や学校等と連携・協働して取り組む。 

 

3-1．小学校外国語体験活動事業                   

【財源：市教育委員会外国語体験活動受託料収入】 

市内の小学生が異なる文化を持つ人びとの存在を通して国際理解や共生していく態度を育むとともに、

外国語を使用してコミュニケーションを図る積極的な態度を身につけることを目的に、協会のさまざま

な事業に関わる外国人サポーター（ボランティア）や教育委員会との協働によって実施する。豊中市市

民公益活動推進条例の施行にともなう提案公募型委託事業により、2006年度より小学校外国語体験活動

事業受託団体として実施している。 

                      

①豊中市教育委員会との協働で、豊中市立小学校の３年生から６年生に外国語体験活動を実施する。 

②体験活動を実施できる外国人ボランティアおよびそのコーディネーターを配置して事業を運営する。

＜対象＞：市内の全小学校、3年生から 6年生までの児童 

  

3-2．国際教育推進事業                          

【財源：指定管理受託料収入】 

豊中市で長年行ってきた帰国児童生徒教育、在日コリアン児童生徒教育、渡日児童生徒教育の取り組

みを、「豊中型国際教育」として総合的につなげるシステムづくりを、教育委員会や学校等と連携・協働

しながら構築する。協会の地域における多文化共生の拠点としての実績を活かした学び・調査・研究を

実施する。  

①文部科学省委嘱モデル事業(2006～2008 年)に始まり、国際教育推進プロジェクト(2009 年)に続いて、

国際教育推進協議会(2010年～)となった協議会に今後も参加し協議を進める。 

②「国際教育フォーラム」への協力や「ユネスコ・スクール」など地域として支援していく。 

③国際教育推進協議会と協働で、豊中市内に在住する外国人の子どもと大人が集う場を開催する。 

④地域の教育機関等と連携し、外国にルーツを持つ子どものための情報共有と必要なイベントを開催す

る。 

＜対象＞：豊中市教育委員会および豊中市立小中学校、幼稚園等   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学校とつながってつくる豊かな未来 



 

3-3．多文化子どもエンパワメント事業                   

                        【財源：大阪コミュニティ財団の助成金 他】 

外国にルーツをもつ子ども・若者たちが、自分たちの背景を肯定的に捉え、それらを積極的に表現で

きるような場を学校内外につくるために、教育委員会や学校をはじめとした関係諸機関、諸団体と連携・

協働しながら、現状把握・ニーズ調査を行い、それらに対応できるような支援や事業を実施する。 

 

①義務教育課程を過ぎた未成年の外国人の居場所づくり、若者についての認識を、地域のネットワーク

を作りながら共有し、必要な支援（相談、自己表現や学習に対する支援等）を実施する。 

②義務教育課程における外国人児童・生徒に対する日本語指導について，その取組内容について振り返

り，発信を行う。 

③支援を必要とする外国にルーツをもつ子どもに対して，学習支援及び体験活動を実施する。なお，日

本人の子どもに対しても多様な子どもたちとの出会いを通じた国際理解の機会とする。 

④外国にルーツをもつ子ども・若者への支援をより充実させるため、関係機関・団体でのネットワーク

により、情報交換、広報活動、提言活動などを行う。 

       

＜対象＞：外国にルーツを持つ子どもや若者たち       

 

 

 

 

 

 

                                 【財源：指定管理受託料収入】 

とよなか国際交流センター貸室業務は、事業目的である、国際交流の機会提供及び参加促進の事業、

国際理解及び国際化に関する啓発・研修事業、国際協力に関する事業、在住外国人に呈する支援事業な

どを推進していく活動ならびに同様の国際交流を目的として使用する一般市民を対象に行うものとする。

同目的での利用がなく部屋が空いている場合は、営利目的でない限りにおいて一般利用者にも貸室を行

う。 

貸室の利用代金に関する収入はすべて豊中市に納めるものとする。 

４．施設管理受託事業 



（単位：円）

前年度予算額 本年度予算合計 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計

Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①基本財産運用益 3,800,000 3,800,000 0 0 3,800,000

基本財産受取利息 3,800,000 3,800,000 0 0 3,800,000

②特定資産運用益 21,000 21,000 21,000 0 0

特定資産受取利息 21,000 21,000 21,000 0 0

③受取会費 700,000 700,000 700,000 0 0

賛助会員受取会費 700,000 700,000 700,000 0 0

④事業収益 1,700,000 1,700,000 1,661,000 39,000 0

自主事業収益 1,300,000 1,300,000 1,261,000 39,000 0

事業収益 400,000 400,000 400,000 0 0

⑤受託事業収益計 70,662,644 62,932,000 61,044,040 1,887,960 0

指定管理受託料収益 62,932,000 62,932,000 61,044,040 1,887,960 0

小学校外国語体験活動受託料収益 4,930,740 0 0 0 0

生活困窮者支援受託料収益(豊中市) 2,799,904 0 0 0 0

0 0 0 0 0

⑥受取助成金等 1,238,000 0 0 0 0

豊中市助成金 0 0 0 0 0

その他助成金（独立行政法人福祉医療機構） 958,000 0 0 0 0

その他助成金（大阪コミュニティ財団） 280,000 0 0 0 0

⑦受取寄付金 1,464,000 300,000 240,000 0 60,000

受取寄付金 1,464,000 300,000 240,000 0 60,000

⑧雑収益 70,000 70,000 70,000 0 0

受取利息 0 0 0 0 0

雑収益 70,000 70,000 70,000 0 0

経常収益計 79,655,644 69,523,000 63,736,040 1,926,960 3,860,000

前年度予算額 本年度予算合計 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計

（２）経常費用

事業費 75,795,644 65,663,000 63,736,040 1,926,960 0

① 市民主体の国際交流活動推進事業 794,000 916,000 916,000 0 0

旅費交通費 40,000 40,000 40,000 0 0

通信運搬費 350,000 450,000 450,000 0 0

消耗品費 200,000 200,000 200,000 0 0

材料費 3,000 25,000 25,000 0 0

報償費 20,000 11,000 11,000 0 0

支払負担金 1,000 10,000 10,000 0 0

広告宣伝費 180,000 180,000 180,000

② おとな国際事業 193,000 253,000 253,000 0 0

旅費交通費 30,000 30,000 30,000 0 0

消耗品費 20,000 20,000 20,000 0 0

保険料 52,000 52,000 52,000 0 0

材料費 20,000 20,000 20,000 0 0

報償費 70,000 130,000 130,000 0 0

支払負担金 1,000 1,000 1,000 0 0

２０１９年度（令和元年度）　収支予算書（損益ベース）

（2019年4月1日～2020年3月31日）

公益財団法人　とよなか国際交流協会



③ 持続可能な地域づくり事業 2,621,000 2,576,000 2,576,000 0 0

給料手当 725,000 725,000 725,000 0 0

旅費交通費 430,000 430,000 430,000 0 0

消耗品費 100,000 100,000 100,000 0 0

報償費 500,000 600,000 600,000 0 0

保険料 16,000 16,000 16,000 0 0

租税公課 90,000 100,000 100,000 0 0

支払負担金 20,000 10,000 10,000 0 0

支払寄付金 200,000 55,000 55,000 0 0

印刷製本費 500,000 500,000 500,000 0 0

支払手数料 10,000 10,000 10,000 0 0

食料費 20,000 20,000 20,000

渉外費 10,000 10,000 10,000 0 0

④ 持続可能なひとづくり事業 212,000 212,000 212,000 0 0

旅費交通費 40,000 40,000 40,000 0 0

消耗品費 5,000 5,000 5,000 0 0

材料費 5,000 5,000 5,000 0 0

報償費 150,000 150,000 150,000 0 0

渉外費 2,000 2,000 2,000 0 0

食料費 10,000 10,000 10,000 0 0

⑤ 子ども国際事業 57,000 57,000 57,000 0 0

旅費交通費 5,000 5,000 5,000 0 0

消耗品費 5,000 5,000 5,000 0 0

材料費 15,000 15,000 15,000 0 0

報償費 30,000 30,000 30,000 0 0

食料費 2,000 2,000 2,000 0 0

⑥ 施設管理受託事業 58,266,000 57,997,000 56,070,040 1,926,960 0

給料手当 28,285,000 29,595,410 28,559,571 1,035,839 0

臨時雇用賃金 5,258,730 3,660,620 3,532,498 128,122 0

福利厚生費 5,095,600 4,875,840 4,705,186 170,654 0

旅費交通費 1,400,000 1,400,000 1,358,000 42,000 0

通信運搬費 335,000 315,000 315,000 0 0

消耗什器備品費 97,920 40,000 40,000 0 0

消耗品費 800,000 830,000 805,100 24,900 0

修繕費 1,300,000 1,300,000 1,261,000 39,000 0

水道光熱費 5,100,000 5,100,000 4,931,915 168,085 0

賃借料 1,300,000 1,300,000 1,261,000 39,000 0

保険料 190,000 160,000 155,200 4,800 0

報償費 710,000 900,000 873,000 27,000 0

租税公課 4,500,000 4,000,000 3,880,000 120,000 0

支払負担金 70,000 102,000 102,000 0 0

委託費 3,600,000 4,200,000 4,074,000 126,000 0

使用料 97,000 137,000 137,000 0 0

支払手数料 52,000 20,000 18,440 1,560 0

食料費 19,750 28,130 28,130 0 0

渉外費 5,000 3,000 3,000 0 0

研修費 50,000 30,000 30,000 0 0



⑦ おとなサポート事業 2,872,000 2,959,000 2,959,000 0 0

旅費交通費 340,000 340,000 340,000 0 0

通信運搬費 60,000 50,000 50,000 0 0

消耗品費 5,000 5,000 5,000 0 0

材料費 10,000 10,000 10,000 0 0

報償費 2,440,000 2,527,000 2,527,000 0 0

食料費 10,000 10,000 10,000 0 0

支払負担金 0 10,000 10,000 0 0

渉外費 2,000 2,000 2,000 0 0

研修費 5,000 5,000 5,000 0 0

⑧ 子どもサポート事業 517,000 517,000 517,000 0 0

旅費交通費 80,000 80,000 80,000 0 0

通信運搬費 2,000 2,000 2,000 0 0

消耗品費 30,000 30,000 30,000 0 0

材料費 20,000 20,000 20,000 0 0

保険料 10,000 10,000 10,000 0 0

報償費 350,000 350,000 350,000 0 0

支払負担金 5,000 5,000 5,000 0 0

使用料 10,000 10,000 10,000 0 0

研修費 10,000 10,000 10,000 0 0

⑨ 国際教育推進事業 21,000 21,000 21,000 0 0

旅費交通費 3,000 3,000 3,000 0 0

消耗品費 3,000 3,000 3,000 0 0

報償費 10,000 10,000 10,000 0 0

支払負担金 5,000 5,000 5,000 0 0

⑩ 小学校外国語体験活動事業 4,930,740 0 0 0 0

給与手当 0 0 0 0 0

旅費交通費 430,000 0 0 0 0

消耗品費 55,000 0 0 0 0

保険料 100,000 0 0 0 0

報償費 3,930,500 0 0 0 0

研修費 50,000 0 0 0 0

租税公課 365,240 0 0 0 0

⑪ 多文化子どもエンパワメント事業 5,311,904 155,000 155,000 0 0

A文化庁 2,402,000 0 0 0 0

給与手当 0 0 0 0 0

旅費交通費 263,500 0 0 0 0

通信運搬費 110,000 0 0 0 0

消耗品費 169,800 0 0 0 0

報償費 1,758,700 0 0 0 0

保険料 20,000 0 0 0 0

租税公課 0 0 0 0 0

使用料 80,000 0 0 0 0

Ｂ生活困窮者支援 2,799,904 0 0 0 0

給与手当 770,000 0 0 0 0

旅費交通費 264,000 0 0 0 0

通信運搬費 11,000 0 0 0 0

消耗品費 65,504 0 0 0 0

印刷製本費 21,000 0 0 0 0

保険料 26,000 0 0 0 0

報償費 1,075,000 0 0 0 0

研修費 60,000 0 0 0 0

租税公課 207,400 0 0 0 0

使用料 300,000 0 0 0 0



Ｃ子どもの夢応援ネットワーク 55,000 100,000 100,000 0 0

給与手当 50,000 50,000 50,000 0 0

旅費交通費 5,000 50,000 50,000 0 0

消耗品費 0 0 0 0 0

報償費 0 0 0 0 0

Ｄ外国人の子ども白書 55,000 55,000 55,000 0 0

給与手当 50,000 50,000 50,000 0 0

旅費交通費 5,000 5,000 5,000 0 0

消耗品費 0 0 0 0 0

管理費 2,857,000 2,857,000 0 0 2,857,000

給料手当 1,000,000 1,000,000 0 0 1,000,000

福利厚生費 50,000 50,000 0 0 50,000

旅費交通費 100,000 100,000 0 0 100,000

通信運搬費 15,000 15,000 0 0 15,000

消耗品費 30,000 30,000 0 0 30,000

水道光熱費 120,000 120,000 0 0 120,000

賃借料 15,000 15,000 0 0 15,000

保険料 110,000 110,000 0 0 110,000

報償費 900,000 900,000 0 0 900,000

租税公課 10,000 10,000 0 0 10,000

支払負担金 5,000 5,000 0 0 5,000

委託費 180,000 180,000 0 0 180,000

会議費 10,000 10,000 0 0 10,000

研修費 100,000 70,000 0 0 70,000

食料費 180,000 180,000 0 0 180,000

渉外費 20,000 50,000 0 0 50,000

広告宣伝費 10,000 10,000 0 0 10,000

支払手数料 2,000 2,000 0 0 2,000

経常費用合計 78,652,644 68,520,000 63,736,040 1,926,960 2,857,000

当期経常増減額 1,003,000 1,003,000 0 △ 0 1,003,000

当期一般正味財産増減額 1,003,000 1,003,000 0 △ 0 1,003,000

一般正味財産期首残高 13,089,145 14,092,145

一般正味財産期末残高 14,092,145 15,095,145

Ⅱ指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 ▲ 1,164,000 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 202,000,000 200,836,000

指定正味財産期末残高 200,836,000 200,836,000

Ⅲ正味財産期末残高 214,928,145 215,931,145 0 0 0



公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 費用計

指定管理 62,932,000 916,000 916,000

にほんご活動・多文化共生推進 253,000 253,000

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修・哲学カフェ 212,000 212,000

おまつり地球一周ｸﾗﾌﾞ・つどい 57,000 57,000

施設管理 56,070,040 1,926,960 57,997,000

相談サービス・防災・高齢者支援 2,959,000 2,959,000

多文化保育・母語・ｻﾝﾌﾟﾚｲｽ 517,000 517,000

国際教育推進事業 21,000 21,000

62,932,000 61,005,040 1,926,960 0 62,932,000

指定管理事業収支差額 0

自主事業収益 1,300,000 ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰ･ＥＳＤ 2,576,000 2,576,000

賛助会員受取会費 700,000 子どもの夢応援ネットワーク 100,000 100,000

受取寄付金 240,000 外国人の子ども白書 55,000 55,000

特定資産利息 21,000

事業収益 400,000

雑収益 70,000

2,731,000 2,731,000 0 0 2,731,000

自主事業等収支差額 0

65,663,000 63,736,040 1,926,960 0 65,663,000

基本財産受取利息 3,800,000 管理費用 2,857,000 2,857,000

60,000

3,860,000 0 0 2,857,000 2,857,000

管理費収支差額 1,003,000

69,523,000 63,736,040 1,926,960 2,857,000 68,520,000

収支差額 1,003,000

金額（額面） 償還日 現金化予定日

①指定管理事業継続資産 500,000 2016年12月20日 償還済み

②指定管理事業継続資産 1,500,000 2018年3月20日 償還済み

③財政調整積立資産 1,000,000 2018年3月20日 償還済み

④財政調整積立資産 2,000,000 2018年3月20日 償還済み

⑤財政調整積立資産 2,000,000 2019年3月20日

⑥財政調整積立資産 1,000,000 2032年12月20日

⑦財政調整積立資産 5,000,000 2036年12月20日

⑧財政調整定期預金 2,000,000

15,000,000

情報ｻｰﾋﾞｽ・市民協働・ﾎｽﾄﾌｧﾐﾘｰ

収　　入
費　　用

小計 小計

小計 小計

事業収益計 事業費用計

定期預金（池田泉州銀行）

受取寄付金

管理収益計 管理費用計

収益合計 費用合計

特定資産内訳

第102回利付国債

第109回利付国債

第9回利付国債

第117回利付国債

第159回利付国債

第109回利付国債

第109回利付国債



（単位：円）

前年度予算額 本年度予算合計 増減

Ⅰ．事業活動収支の部

１．事業活動収入

基本財産運用収入 3,800,000 3,800,000 0

基本財産利息収入 3,800,000 3,800,000 0

特定資産運用収入 21,000 21,000 0

特定資産受取利息 21,000 21,000 0

会費収入 700,000 700,000 0

賛助会費収入 700,000 700,000 0

事業収入 1,700,000 1,700,000 0

自主事業収入 1,300,000 1,300,000 0

事業収入 400,000 400,000 0

受託事業収入 70,662,644 62,932,000 △ 7,730,644

指定管理受託料収入 62,932,000 62,932,000 0

小学校外国語体験活動受託料収入（豊中市） 4,930,740 0 △ 4,930,740

生活困窮者世帯の学習支援事業受託料収入(豊中市） 2,799,904 0 △ 2,799,904

0 0 0

助成金収入 1,238,000 0 △ 1,238,000

豊中市助成金収入 0 0 0

その他助成金収入（独立行政法人福祉医療機構） 958,000 0 △ 958,000

その他助成金収入（大阪コミュニティ財団） 280,000 0 △ 280,000

寄付金収入 1,464,000 300,000 △ 1,164,000

寄付金収入 1,464,000 300,000 △ 1,164,000

雑収入 70,000 70,000 0

受取利息収入 0 0 0

雑収入 70,000 70,000 0

当期事業活動収入合計 79,655,644 69,523,000 △ 10,132,644

２．事業活動支出

事業費支出

1 市民主体の国際交流活動推進事業 794,000 916,000 122,000

2 おとな国際事業 193,000 253,000 60,000

3 持続可能な地域づくり事業 2,621,000 2,576,000 △ 45,000

4 持続可能なひとづくり事業 212,000 212,000 0

5 子ども国際事業 57,000 57,000 0

6 施設管理受託事業 58,266,000 57,997,000 △ 269,000

7 おとなサポート事業 2,872,000 2,959,000 87,000

8 子どもサポート事業 517,000 517,000 0

9 国際教育推進事業 21,000 21,000 0

10 小学校外国語体験活動事業 4,930,740 0 △ 4,930,740

11 多文化子どもエンパワメント事業 5,311,904 155,000 △ 5,156,904

A わかもの事業 2,402,000 0 △ 2,402,000

Ｂ生活困窮者世帯の学習支援事業 2,799,904 0 △ 2,799,904

Ｃ 子どもの夢応援ネットワーク 55,000 100,000 45,000

Ｄ 外国人の子ども白書 55,000 55,000 0

当期事業費支出合計 75,795,644 65,663,000 △ 10,132,644

２０１９年度（令和元年度）　収支予算書（資金ベース）

（2019年4月1日～2020年3月31日）

公益財団法人　とよなか国際交流協会



管理費支出 2,857,000 2,857,000 0

当期管理費支出合計 2,857,000 2,857,000 0

当期事業活動支出合計 78,652,644 68,520,000 △ 10,132,644

当期事業収支差額 1,003,000 1,003,000 0

前年度予算額 本年度予算合計 増減

Ⅱ．投資活動収支の部

１．投資活動収入

①特定資産取崩収入

指定管理事業継続積立資産取崩収入 2,000,000 0 △ 2,000,000

　特定資産取崩収入計 2,000,000 0 △ 2,000,000

投資活動収入計 2,000,000 0 △ 2,000,000

２．投資活動支出

①特定資産取得支出

指定管理事業継続積立資産取得支出 2,000,000 0 △ 2,000,000

　特定資産取得支出計 2,000,000 0 △ 2,000,000

投資活動支出計 2,000,000 0 △ 2,000,000

当期投資活動収支差額 0 0 0

当期収支差額 1,003,000 1,003,000 0


